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ランタン フェスティバル

1月8日（水）、文教キャンパスにおいて、第４回「長崎大学未
来に羽ばたく女性研究者賞」受賞者研究発表会および授与式を挙
行しました。
同賞は、優れた研究成果を挙げた長崎大学の若手女性研究者を

顕彰することによって、研究意欲を高め、学術研究の将来を担う
優秀な女性研究者の育成及び男女共同参画の促進を目的として、
平成28年度に創設されたもので、今年が第４回となります。表彰
は、50歳以下（平成31年度4月1日時点で50歳未満）の助教以上の
女性研究者で、かつ、男女共同参画を推進する活動に貢献してい
る、もしくは推進の視点を持つ方が対象となり、優秀女性研究者
賞は、国内外において学術上優れた研究成果を挙げたことが認め
られた方、優秀女性奨励賞は、国内外において学術上優れた研究
成果を挙げることが期待されると認められた方に贈られます。

【優秀女性研究者賞】 南保明日香（感染症共同研究拠点 教授）
【優秀女性奨励賞】金禧珍（総合生産科学域水産学系 准教授）

当日は学長、理事、副学長、学部長等列席のもと、受賞者によ
る研究発表会に続いて授与式を執り行い、学長から受賞者に、表
彰状、研究費として副賞の目録、記念の盾が贈られました。

写真左から、吉田センター長、河野茂学長、南保
明日香教授【優秀女性研究者賞受賞】、金 禧珍
准教授【優秀女性奨励賞受賞】、福永博俊理事、
中島ゆり副センター長

本学が文部科学省の補助事業である「ダイバーシティ
研究環境実現イニシアティブ（先端型）」に採択され、
新たな事業をこれから展開していくにあたり、令和元年
12月16日（月）に中部講堂にてキックオフセミナーを開
催しました。認定NPO法人ウィメンズアクションネット
ワーク理事長上野千鶴子氏に「男女共同参画はゴールか
ツールか？」の演題で講演をいただきました。
上野氏からは女性を取り巻くこれまでの変遷や現状、今
後女性が世の中でどのような役割を果たしえるのかとい
うことをお話しいただきました。当日は多くの方にご参
加いただきました。

令 和 元 年 12 月 10 日
（火）に株式会社A and
Live代表取締役髙田明氏
をお迎えして、市民公開
講座を開催しました。
「夢持ち続け日々精進～変える勇気と行動を～」と題
し、ご自身の半生を振り返りつつ、日々この瞬間を大事
にし「今を生きる」ことでダイバーシティという多様性
の品質を高めることができ、それが変化を起こし、人生
を豊かにすることができるとお話いただきました。
多くの方にご参加いただき、夢を持ち続ける姿勢に強

く感銘を受けた、いくつになってもチャレンジするのに
遅くはない、勇気をもらった、など、前向きの内容や今
後の参考とした多くの意見をいただきました。

髙田明氏を招き、市民公開講座を開催しました上野千鶴子氏にご講演をいただき、キック
オフセミナーを開催しました！

第４回「長崎大学未来に羽ばたく女性研究者賞」受賞者研究発表会および授与式を挙行
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日頃よりダイバーシティ推進センターの運営に、ご理解とご
協力を賜り誠にありがとうございます。
センター職員一同、今後も力を尽くして参りますので、引き
続きよろしくお願いいたします。
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女性教員海外派遣制度 利用者の声

女性研究者英語論文作成支援 利用者の声

オーストリア、ウィーンで開催
のEuroEcho 2019に参加させてい
ただきました。EuroEchoはもと
もとヨーロッパの心エコー図の学
会でしたが、最近はEACVI 
(European association of 
cardiovascular imaging)と呼ぶよ
うになっておりCTやMRIなども
含めた循環器領域の画像診断の学
会に発展しています。
今回は３D経食道エコーを用いた三尖弁の解析
に関する発表でした。スライドをアップロードし
ても動画が動かず、壇上でPCをつないでの発表
となるアクシデントに見舞われましたが、問題な
く終了し、座長の先生には好意的なコメントをい
ただきました。今後も当科で得られた知見を広く
国内外で共有できるよう努力していきたいと思い
ます。

病院心臓血管外科
尾長谷喜久子助教

教育学部 榎景子准教授

この度、女性教員海外派遣制
度による研究助成を受けて、ア
メリカへの渡航調査を行わせて
頂きました。多忙な業務のなか
での渡航でしたので、１週間と
いう短い期間ではありましたが、
調査対象者への貴重なヒアリン
グを実施するなど、現地調査で
しか得られない資料を収集でき、
研究を大きく進展させることが
できました。
こうした学内の女性教員向けの制度があること

は、学外の制度以上に、チャレンジングな研究課
題に取り組む意欲とチャンスにもつながりやすく、
ひいては、その後の研究者人生を励まし飛躍させ
るきっかけになると感じました。ご支援いただき
ましたダイバーシティ推進センターの皆様には心
より深く御礼申し上げます。

環境科学部 昔宣希
(ソクサニー)准教授

着任して初年度に限られた研究予算の中で応募
することにあたりましたが、まとめていた英語論
文をネイティブ校正に申請いたしました。この論
文は気候変動政策における企業の対応に関する研
究内容でタイムリーな発表が要されるものでした
が、適期なサポートにより、論文のとりまとめや
ジャーナルへの投稿までを早めることができまし
た。ご支援について改めて感謝いたします。

ダイバーシティ推進セン
ターの女性研究者サポート
プログラムは新たな支援項
目を加え、さらに発展的で
包括的な女性研究者支援に
取り組んでいると知りまし
た。私を含め多くの女性研
究者にとってこころづよい
ものであると思います。引
き続きよろしくお願いしま
す。

医歯薬学総合研究科
門脇知子准教授

今年度の目標は自身の研究成果と研究指導して
いる大学院生の論文を国際誌に投稿すること。こ
んな願ってもない支援を受けられる絶好の機会を
逃すことなく論文をまとめよう！制度のお蔭でモ
チベーションが上がりました。研究成果を国際的
学術雑誌に発表することは、科学技術の向上や普
遍的知識体系の積み上げに貢献するとても重要な
ステップです。

しかし、論文作成に集中で
きる時間の確保は厳しいのが
現状です。英語論文作成支援
をいただいて、経済的にはも
ちろんのこと、時間の節約と
いう意味でも大変ありがたく
思いました。本学の国際的認
知度向上に貢献できるような
論文発表を目標に、今後も研
鑽に努めたいと考えています。
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